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脚の機能分類による，跳躍距離グレーディング特性
の検討
























































































　対象者は，健康な男子大学生 13 名（21.5 ± 1.1 歳，身長： 




















両脚の 3 通りで跳躍させ，1cm 単位で記録の測定を行った。
各跳躍方法それぞれで，対象者個人の最大跳躍高を測定した
後，その値を 100% とした場合の 20，40，60，80% に相当
する跳躍高を目標レベルとして主観に基づく跳躍を行わせた。
跳躍は各目標レベルそれぞれで 2 回ずつ行い，その平均値を
値として採用した。3 通りの跳躍方法，および 5 段階の目標
における跳躍順序は，対象者ごとにランダムに指定した。合






























ボールを蹴る脚 右脚 機能脚 = 右脚，非機能脚 = 左脚
走り幅跳びの時に踏み切る脚 左脚 支持脚 = 左脚，非支持脚 = 右脚
表 1　アンケート結果に基づく機能脚および支持脚の判定例
ボールを蹴る脚 右脚 機能脚 = 右脚、非機能脚 =左脚 
走り幅跳びの時に踏み切る脚 左脚 支持脚 = 左脚、非支持脚 =左脚 ボールを蹴る脚 右 機能 右 機能

















　分析には，統計ソフト SPSS Statistics（IBM 社製，ver.25）
を使用した。有意な主効果及び交互作用が生じた場合は，




































目標レベル 機能脚 非機能脚 支持脚 非支持脚 両脚
 20 %  14.9 ± 3.8  15.2 ± 3.6  14.8 ± 3.6  14.8 ± 3.6  19.1 ± 5.5
 40 %  18.8 ± 4.2  18.2 ± 3.8  18.1 ± 3.2  18.1 ± 3.2  24.9 ± 4.9
 60 %  20.6 ± 4.4  19.9 ± 2.8  19.9 ± 2.8  20.4 ± 3.6  26.8 ± 4.9
 80 %  23.2 ± 3.8  22.8 ± 4.0  22.8 ± 4.0  23.4 ± 3.7  31.5 ± 5.8
 100 %  26.1 ± 3.1  25.7 ± 3.8  25.7 ± 3.8  25.5 ± 3.3  42.6 ± 6.2
 20 %  36.4 ± 16.2  41.8 ± 15.5  39.1 ± 17.2  39.2 ± 14.9  39.1 ± 13.3
 40 %  69.3 ± 13.7  70.0 ± 18.5  71.5 ± 16.6  67.7 ± 15.7  78.2 ± 18.5
 60 %  88.7 ± 18.4  92.4 ± 15.6  93.3 ± 18.4  87.7 ± 15.3  104.6 ± 19.9
 80 %  108.8 ± 13.2  114.2 ± 16.1  111.7 ± 17.2  111.4 ± 12.3  130.7 ± 21.8




























20 80 60 40 
目標レベル（%） 
主効果: 跳躍脚（p <.01） 
   目標レベル（p <.01） 
交互作用: （p <.01） 
○跳躍脚要因   
 機能脚: 20 < 40 < 60・80 < 100%                
 非機能脚: 20 < 40・60 < 80 < 100%       



























20 80 60 40 
目標レベル（%） 
支持脚 非支持脚 両脚 
主効果: 跳躍脚（p <.01） 
   目標レベル（p <.01） 
交互作用: （p <.01)  
○跳躍脚要因   
 支持脚: 20 < 40 < 60 < 80 < 100% 
 非支持脚: 20 < 40・60・80 < 100% 
                 40 < 80%     
 両脚: 20 < 40・60 < 80 < 100%   
○目標レベル要因 
 20%: 両脚 < 支持脚・非支持脚 
 40%: 両脚 < 支持脚・非支持脚 
 60%: 両脚 < 支持脚・非支持脚 

























20 80 60 40 
目標レベル（%） 
機能脚 非機能脚 両脚 
主効果: 跳躍脚（p =.07）        
   目標レベル（p <.01） 
交互作用: （p =.45) 
○跳躍脚要因   
 機能脚: 20 < 40 < 60 < 80 < 100% 
 非機能脚: 20 < 40 < 60 < 80 < 100% 
























20 80 60 40 
支持脚 非支持脚 両脚 
主効果: 跳躍脚（p =.15）        
   目標レベル（p <.01） 
交互作用: （p =.58) 
○跳躍脚要因   
 支持脚: 20 < 40 < 60 < 80 < 100% 
 非支持脚: 20 < 40 < 60 < 80 < 100% 
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